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研究成果の概要： 

意思決定で数理モデルを与えることは決定構造と価値基準の理論的根拠を決める上で重要であ
る。平成 17・18年度は、ファジィ確率システムを基礎とした意思決定基準と金融工学でのオプ
ションの研究や人工知能モデルの観点から期待値の計算について研究成果が得ることができた。
平成 19・20年度は、専門分野の各研究者の協力を得て人工知能の観点から意思決定基準を研究
し、ファイナンス分野などへの応用研究を中心に行い研究成果を得られた。 
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１． 研究開始当初の背景 
意思決定で数理モデルを明確に与えること
は、決定構造と価値基準の理論的根拠を決め
る上で重要である。数理的決定問題の目的関
数には、たとえば、経済モデルにおける効用
関数や制御理論における目的物との誤差関
数などが挙げられる。ファジイ選好を決定過
程問題の目的関数として捉えて最適化問題
を考えれば、その成果は発達認知、ロボティ
ックス、マーケッティング、ファイナンス、
エージェントシステムによるデータ分析、都

市設計、医療、情報検索、発達言語学、強化
学習などさまざまな分野に適用できる。人の
選好や主観的意思決定は認知論との深く関
連している。ファジイ選好評価にもとづく人
工知能の動的数理モデルが構築されれば、経
済や社会分野を含む多くの領域で活用でき
ると期待される。 
 
２． 研究の目的 
本研究は、人工知能モデルの観点から、不確
実な情報を持つファジィ確率システムの数
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理構造に関する解析と最適停止問題、決定理
論、動的ゲームの研究を目的としている。主
な研究目的は次の通りである。また、本研究
の目標の一つは、理論と応用の両面から計画
数学に寄与する研究成果を得るため、関連分
野研究者に活発に参加していただき、本研究
で得られた成果は各分野へ積極的に公開し
ていくものでもある。 
 
３．研究の方法 
研究代表者および分担者は、各研究集会や各
学会活動を通じて、国内研究者との研究協力 
を逐次行った。特に、研究代表者（吉田祐治）
と分担者(岩本誠一)は、研究協力と情報交換
のため、毎年計画数学関係の研究集会を主催
した。 

（1） 第９回計画数学関係研究集会「数理決定
の展開とその応用」,2005 年 10 月 14・
15 日, 長崎大学経済学部, 発表件数：24
件、参加者：31 名 

（2） 第１０回計画数学関係研究集会「数理モ
デルによる決定とその応用」,2006 年 10
月 20・21日, 高知大学理学部(大坪義夫）, 
発表件数：34件、参加者：39 名 

（3） 第１１回計画数学関係研究集会「数理的
決定モデルの展開」,2007 年 10 月 12・
13 日, 金沢学院大学大学院(桑野裕昭), 
発表件数：24件、参加者：31 名 

（4） 第１２回計画数学関係研究集会「数理的
決定における解析と展開」,2008 年 10
月 17・18 日, 和歌山県民文化会館（門
田良信, 和歌山大学教育学部）, 発表件
数：18件、参加者：24名 

また、研究代表者および分担者は、従来の科
学研究費助成金による基礎となるべき研究
成果をもとに、国際学会講演や雑誌の編集作
業を通じて、海外研究者との研究協力を行っ
た。特に、研究代表者(吉田)主催の人工知能
モ デ ル の 数 理 的 意 思 決 定 の 国 際 会 議
Modeling Decision for Artificial 
Intelligence 2007（参加者数：約 70 人、17
カ国、査読付き報告集： LNAI Vol.4617
（Springer)と CDROM、Conference General 
Chair：吉田祐治）を北九州市立大学におい
て主催した。 
 
４．研究成果 
主な研究結果の内容は、大まかに次のように
まとめられる。 

（1） システムにおける不確実性の度合いの
評価基準や主観確率による期待値の研
究を行った。 

（2） 不確実性下でのファジィ時刻停止で、最
適性条件の研究を行った。 

（3） 不確実性の下での動的停止ゲームの研
究を行った。 

（4） ファジイ測度の基礎的な研究を行った。 

（5） Aggeration 演算による効用関数の統合
の研究を行った。 

（6） システムにおける不確実性の度合いの
評価基準や主観確率による期待値の研
究を行った。 

（7） 経済システムや金融システムにおける
不確実性の解析を行う。 

（8） マルコフ決定過程に適用し、最適性条件
を研究した。 

（9） 人工知能的数理モデルで、認識や強化学
習によるシステム構造を研究した。 

（10） 人工知能の観点から、ファジィ選好を
もとに効用関数をもつ数理学習モデル
の研究を行った。 

これらの研究成果は、国際学術雑誌 Fuzzy 
Optimization and Decision Making, Fuzzy 
Sets and Systems, International Journal 
of Uncertainty, Fuzziness and 
Knowledge-Based Systems, Advances 
Studies in Pure Math.や共著の著書や
Lecture Notes in AI (Springer)に掲載され
ている。また、本研究成果は国内では、研究
代表者と岩本誠一教授（九州大学）共同主催
の計画数学関係研究集会、京都大学数理解析
研究所の研究集会、日本数学会、人工知能学
会、日本オペレーションズリサーチ学会、BIC
シンポジウム（九州大）において口頭発表を
行い、また、国内外での国際学術会議 IFSA 
2005, CIMCA2005, MDAI2005, IFORS2005, 
MDAI 2006, CIS 2006, EURO XXI 2006, 
SCIS&ISIS 2006, JCIS 2006, SIGEF 2006, 
IFSA 2007, 日中友好学術交流会-ファジィ理
論とその応用, IBFR 2008, WCCI 2008, IPMU 
2008, ICIC 2008, MDAI 2008, 13th 

Intern. Conf. on Fibonacci Numbers and 
Their Appl.等において口頭発表を行った。 
平成 17・18 年度は、特に、ファジィ確率シ
ステムを基礎とした意思決定基準と金融工
学でのオプションの研究や人工知能モデル
の観点から期待値の計算について多くの研
究成果が得ることができた。平成 19・20 年
度は、特に、専門分野の各研究者の協力を得
て人工知能の観点から意思決定基準を研究
し、ファイナンス分野などへの応用研究を中
心に行い、多くの研究成果を得られた。また、
本研究に参加した分担者は、本研究の実
施計画に基づき、それぞれ一定の成果を
納め研究論文や口頭発表を行っている。   
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